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2014年 1月 

PREGARE 8 (K12) リリースノート 

株式会社ウェッブアイ 

 

このリリースノートでは、PREGARE 8 (K12)の変更点について説明します。 

 

PREGARE 8 (K12)の()内の文字は PREGAREの詳細のバージョン番号を示しています。この番号は PREGAREのインスト

ール CDのラベルおよび PREGAREの画面（右上もしくは左下）に表示されています。 

PREGARE 8 (K12)の変更点 

PREGARE 8 (K12)では、PREGARE 7 (J21)以降、下記の変更を行っています。 

（１）進捗入力 

● 進捗タブの追加 

進捗タブが新しく追加されました。 

計画タブにアップロードした各プロジェクトの工程表の作業バーに進捗を入力することができます。 

  プロジェクト一覧からプロジェクトを選択し、進捗入力する計画をロックして進捗を入力します。 

 

 

 

 

 

 

なお、検索条件を設定し、進捗入力する作業バーを絞り込むこともできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絞込み結果 
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● 進捗入力方法の追加 

  工程's の進捗入力方法の追加に対応し、PREGARE でも「残り日数」で進捗を入力できるようになりま

した。残り日数は、進捗タブからプロジェクトを選択し、入力します。 

 

【工程’s 進捗入力画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【PREGARE進捗入力画面】 

 

 

 

 

 

 

※ ％単位で進捗を入力した場合、残り期間、日付指定（工程's で設定）で設定していた値はクリアされ

ます。 

残り期間で進捗を入力した場合、日付指定（工程'sで設定）で設定していた値はクリアされます。 

残り期間で進捗を入力した場合、%単位に変換された値（整数値）が設定されます。 

 

● 進捗入力時のグループパス表示の追加 

  進捗入力画面にグループパスの表示を追加しました。名称が同じ作業バーに進捗を入力する時、グルー

プパスによる区別ができるようになりました。 

(例) 

工程’sにおける、 

第一階層：GROUP1 

第二階層：GROUP1-3 

のグループパスは、PREGAREでは 

「/GROUP1/ GROUP1-3」と表示されます。 

 

 

(例)残期間を 
4日と指定すると、 
4日分残して 
進捗が塗られます。 



3 

（２）計画 

● 必要資源 

工程'sの「作業バー期間と異なる期間に必要資源を設定できる機能追加」に対応しました。 

予算の計算（ベースライン更新、計画更新時）に、作業バー期間と異なる必要資源の期間を考慮しまし

た。 

 

工程’s6では、投入タイミングの設定を有効にすると、バーのプロパティに「ずれ」と「期間」が表示

され、作業バー期間と異なる期間に必要資源を設定できるようになりました。 

 

（例） 

資源供給の「ずれ」を 1日、「期間」を 3日に設定した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 資源の並べ替え 

計画のダウンロード時に、資源を資源コード順に並べ替えるか、並べ替えないかの設定ができるように

なりました。 

設定は、画面右上の[設定]-[システム設定]を選択し、[レポートおよび計画設定]-[計画の資源の並べ替え]

から設定できます。 

計画をダウンロードし、参照する際に資源を資源コード順に並べたくない場合は「並べ替えを行わない」

を、資源コード順に並べたい場合は「資源コード順に並べ替える」を選択してください。 

 

（３）レポート 

● URLリンクのハイパーリンク化  

計画レポートを表示した時、URL リンクをクリックすると、リンク先に遷移できるようになりました。 

計画タブをクリックし、各プロジェクトにアップロードされた計画の行にある[レポート]をクリックし、

レポートを作成します。編集時、出力カラムに URL を指定すると、作業バーに設定した URL をレポート

に出力させることができ、クリックするとリンク先に遷移できます。 

ずれ：1日 期間:3日 

作業バーの 
開始日:4/15 
終了日:4/19 

資源供給の 
開始日:4/16 
終了日:4/18 
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● 進捗項目の追加対応 

進捗入力方法の追加に伴い、計画レポートに残り作業時間（日、時間、分）を追加しました。 

これを表示するには、計画レポート作成の際、出力カラムにて「残り作業時間（日、時間、分）」を選択

してください。 

 

 

 

 

 

● 必要資源項目の追加対応 

工程'sの必要資源の設定項目追加（詳しくは P3の「必要資源」参照）に伴い、計画レポートに「必要資

源ずれ日数」、「資源期間」を追加しました。 

また、計画レポートの資源の開始日時・終了日時に「必要資源ずれ日数」、「資源期間」を考慮しました。 

 

これを計画レポートで表示するには、計画レポート作成の際、出力カラムにて「必要資源」タブを選択

し、「必要資源ずれ日数」、「資源期間」を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ずれ：1日 期間:3日 

作業バーの 
開始日:4/15 
終了日:4/19 

資源供給の 
開始日:4/16 
終了日:4/18 
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（４）その他の変更 

● ユーザ一覧の検索機能 

管理メニュー「ユーザ一覧」画面でユーザ検索ができるようになりました。 

ユーザ一覧画面は、[管理]-[ユーザ一覧]で表示することができます。 

検索条件を入力し、「検索」ボタンをクリックすると、検索条件に合致（部分一致）するユーザ一覧を表

示できます。 

 

 

 

 

 

● 計画ファイルアップロード時のプロジェクトの最早開始日、最遅終了日の計算 

計画ファイルのアップロード時に計算するプロジェクトの最早開始日、最遅終了日に、計画ファイルの

マイルストーンを含める/含めないを選択できるようになりました。 

設定は、画面右上の[設定]-[システム設定]を選択し、[レポートおよび計画設定]-[ 最早開始日・最遅終了

日の計算]から設定できます。 

計画ファイルのアップロード時に計算するプロジェクトの最早開始日場合に、計画ファイルのマイルス

トーンを含めたくない場合は「マイルストーンを無視する」を、含めたい場合は「マイルストーンを含め

る」を選択してください。 

 

● プロジェクト編集画面の改善 

プロジェクト編集画面の資源一覧の下に「登録」「キャンセル」ボタンを追加しました。 

 

 

 

 

 

 

● パスワードの設定管理を追加 

PREGARE ログイン時に入力するパスワードの有効日数、文字数、文字種を設定できるようになりまし

た。 

設定は、画面右上の[設定]-[システム設定]を選択し、[パスワード管理]から設定できます。 
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（５） 動作環境の変更 

● Internet Explorerのバージョン 

本リリースがサポートする Webブラウザは、Internet Explorer 8以上です。 

 

● Red Hat Enterprise Linuxのバージョン 

本リリースがサポートするRed Hat Enterprise Linuxのバージョンは、Red Hat Enterprise Linux 6 Server

または Red Hat Enterprise Linux 5 server です。 

※ Red Hat Enterprise Linux 4 では、PREGARE 8は動作しません。 

 

● Java実行環境 

PREGARE 8の動作には Java SE 7 が必要になります。 Java SE 6 では動作しませんので Java SE 7

以降をあらかじめインストールしておいてください。 

 

 

以上 


